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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第２回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  平成 30年３月１日（木）  

午後２時～３時 30分  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１   

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

小﨑委員長、井上委員、藤原委員、遠藤委員、

橋本委員、高田委員、宮崎委員、山尾委員  

（選出区分別 50音順）  

 

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

伊藤委員、荻野委員  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

早 崎 課 長 、 藤 井 施 設 長 、 小 西 所 長 、 松 本 主 査 、

藤井  

 

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由   

 

傍聴人の数   

議題又は協議事項  １  平成 30年度こどもプラザ事業実施計画 (案）

について  

２  こどもプラザの運営について  

会議の記録（概要）  

発言者   

 

○開会  

委員８名の出席により会議成立の報告  

 

○委員長あいさつ  

 

○平成 30年度こどもプラザ事業実施計画（案）について  

 会議資料に基づき、事務局から説明  

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先  西脇市都市経営部総合企画課こどもプラザ  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 
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会議の記録（概要）  

発言者   

職員の資質の向上や研修の受講等について話があった

が、子育て支援の場であり、人とかかわる場であること

からも職員の資質が大きく影響すると思うがどうか。  

 

 取得可能な資格はできるだけ取得したり、研修も積極

的に受けるなど、職員の質の向上には力を入れていきた

いと考えている。昨日も、子どもにとっての遊びの必要

性について実技研修を受けた。  

 

 行事や事業が多い中で、職員に過度に負担がかかって

いないか。  

 

 職員には、家に持ち帰って事業の準備をすることがな

いように伝えている。また、大きなイベントの準備以外

は、残業もしないように心掛けている。小さな子どもが

いる職員も多いので、自分の子どもが犠牲になるという

ことのないようにできるだけ配慮している。  

 

 以前、福祉関係で、子育て支援の会議があり、少子化

の中で子どもをどう育てるかという話がでた。  

こどもプラザでは、少子化対策事業として実施してい

る３世代パパ育て事業が５年目になるという話があった

が、学校は、次世代対象の講座に参加している。大人世

代の方々や祖父母の方々への周知、定着や意識啓発のと

ころで何か一歩でも前に進んでいるものがあれば教えて

いただきたい。  

 

 参加人数の部分では難しいものがある。この事業が始

まった１年目の参加者はほぼ市職員であったが、今は、  

少しずつ市民の参加が増えてきている。参加された方は  

必ずよかった、次もまた参加したいと言ってくださって  

いる。参加者は少ないが、少しずつの積み重ねと考えて  

いる。  

 次世代講座を受けた中高校生の感想も変わってきてい

る。「子育てが遠いところのこと、自分に関係のないこ

とだと思っていたが、身近に感じることができるように

委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

事務局  

 

 

 

なった」という感想もあった。ある学校では、「大人に

なったら西脇市から出たいか」という質問に、ほとんど

の生徒が手を挙げていたが、講座の後で感想を聞くと、

「やっぱり西脇市もいいなと思った」、「西脇で子育て

をしたいと思うようになった」という意見がかなり増え

た。  

今年度は、こどもプラザ運営委員の伊藤さんが、西脇

に居ながら東京の仕事をされているということから、中

学校での講座をお願いした。自分の身近な方が 、西脇で

の生活を楽しみながら仕事をしておられるという話を聞

くことができ、子どもたちも大変喜んでいた。また、Ｎ

ＰＯ法人ファザーリング・ジャパン関西の会員で、市内

でコンビニを経営されている藤田さんにも講座をしてい

ただいた。自分の身近な方の話は子どもたちも受け入れ

やすいと感じた。  

 

 29年度の計画と 30年度の案を見比べる中で、大筋は変

わっていないようである。こどもプラザ事業の②番のこ

どもプラザのつどいが少し具体的に記載されていたり、

「オ」の子育て支援者研修でより具体的な対象 など、幅

広い子育て支援を図るというところが充実しているが、

30年度の事業を計画するにあたって、どういう事業を充

実しようとしたのか。それから全体は変わっていないの

で、新規に取り組もうとしている事業が見えてこないの

だが、その辺について教えていただきたい。  

 

 新規事業はない。細かな部分では新規に取り入れてい

くものもあるが、 29年度に実施した事業の良かった点、

悪かった点等の反省点をふまえて、来年度は事業を実施

していきたい。同じ事業であっても、「事業を充実する

」ということに力を入れていきたい。  

 

 例えば、どのような反省があるか。  

 

 イベントであれば、大勢の方に参加していただいたと

いうことはもちろん嬉しいのだが、振り返ると、忙しい

あまり、参加者と丁寧にかかわることができたかという

反省がある。職員を配置する時には、お母さんに声かけ
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委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

ができるように人数的に余裕をもたせるなど、その辺り

を工夫していきたい。  

 

 具体的な反省点というのはスタッフからだけなのか。

それとも事業に参加したボランティアの方からの反省も

もらえるのか。  

 

 ボランティアの方からというのはないが、こどもプラ

ザに来られた保護者の方からは意見をもらうことができ

る。よかったという声はもちろん、課題点も聞くことが

できるので、保護者の方と話をすることは大事であると

考える。様々な意見を聞きながら、来年度は参加いただ

いた方一人一人にもう少し満足していただけるように、

数字だけではない部分を充実していきたい。  

 

 ３年目ということで、まだ試行錯誤のところもあるか

と思うが、ベースを固めていくのには３年くらいかかる

のかなと思う。その中でも委員が言われたように、メリ

ハリや特徴というものを作りつつ、次に向かっていくこ

とができればと思う。特に昨年と大きく違うというとこ

ろはあるか。   

 

 打楽器教室もそうであるが、なかなか他の方に見てい

ただく機会が少なかったが、今年度はクリスマス会や音

楽祭に出演し、子どもたちも自信がついてきている。児

童館でしている事業を、皆さんに広く知ってもらえるよ

うにしていきたいと思う。  

 

 発信もすごく大事かなと思う。  

 

こども園でお世話になっているのは子育て学習センタ

ー事業になると思うが、例年何度か来てもらって、子ど

もたちとかかわってもらっている。これからこども園に

就園されるような地域の親子と園児が一緒に活動する企

画をしてもらっているが、その中でいろいろな情報発信

や指導をしていただいているのはありがたい。内容に関

しても、新しいものを取り入れてもらっており、園とし

てもありがたく感じている。  
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 こども園でお世話になっているのは、子育て学習セン

ター事業の中の学びの事業であるレッツコミュニケート

事業である。レッツコミュニケート事業は、子育て学習

センターが担当して交流させていただく部分と、子育て

学習センターを卒業したお母さんたちのボランティアサ

ークルに人形劇などを実施してもらう「みんなの広場」

がある。こども園に行かせていただくということは、お

母さんたちにとってとても嬉しいことである。自分の子

どもが就園することを考える時にいろんな園に行かせて

いただくと参考にもなる。また、こども園に行ったら、

あんなに成長するんだなという楽しみももたれたりされ

る。これからもぜひ、お世話になりたいと思う。  

 

 西脇市全体の子どもを育てていくのは、ここだけでは

なく、園だけでもなく、市全体で考えていく中で、こう

いうふれあいや交流の機会をつくっていくということが

大事である。  

 

 おやこ交流教室の親子の登録が減少していると言われ

ていたが、だいたいどれくらい減少しているのか。  

 

 28年度の登録組数は  400組あった。 29年度は半分近く

になっている。これは、生まれてくる子どもの数の減少

もあるが、認定こども園になり、３歳から５歳児の幼稚

園教育も始まったことと、４・５歳児の保育料無償化と

いうところから、このような数字が出てきたのではない

かと考えている。  

 

 減少しているからといって保護者が何か困っていると

いうことではなく、使えるものがたくさん増えて、ここ

の利用が少し減ったということではないか。ここの人気

が減ったという訳ではない。  

 

 人数が少なくなったことで、参加される親子と密につ

ながることもできる。また、特にこども園や幼稚園で実

施する行事は、参加する親子がその次につながっていけ

るように支援ができていると考えている。  
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委員  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

事務局  

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

委員長  

 

 

 昨年度、サテライトついては、保護者がじっくり子ど

もと向き合える場所として上手に選択して使い分けてい

るとお聞きした。また、遊具の様子なども聞かせてもら

ったが、来年度もサテライトは同じように取り組むこと

が書いてあるが、今の状況を聞かせてほしい。  

 

 登録制の教室は、へそっこランドを拠点として事業を

し、あいあいランドでは、 29年度におしゃべりの広場な

どを実施した。みらいえまで出向くということが難しい

保護者もいるので、サテライトでの事業も増やしていき

たい。  

 

 同じものがたくさんあればいいが、どうしてもここが

中心になってしまうので、ここに来ることが難しい方、

遠方の方からの声はないのか。黒田庄地区からはなかな

か遠いと思うがどうか。  

 

 黒田庄地区の方は、土日に来られることが多い。  

 

 サテライトは閉鎖されることはなく、同じように継続

していくのか。  

 

 こどもプラザに置いている遊具と同じ遊具をサテライ

ト３カ所にも置いている。昨日の研修でも、それらの遊

具を使った親子の遊びの指導方法等について研修した。

サテライトに勤務する職員も親子にかかわりながら、 サ

テライトをより充実させていきたいと考えている。  

 

 こどもプラザ夏まつりが一番大きなイベントになるの

か。  

 

 ５月にこどもの日のイベントをして、夏にこどもプラ

ザ夏まつり、 12月にクリスマス会、３月に遊びの広場を

している。  

 

 委員の先生方にもご協力、お力添えをいただいて、市

全体の拠点として、どういう姿勢で歩んでいくのかを発

信できる場になっていければいいかなと思う。  
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委員  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員長  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この施設は、赤ちゃんからお年寄りまでいろいろな方

が利用され、その中で世代の違う人たちを見ながら育っ

たり、かかわってもらったりすることがとてもいいなと

思う。私も子育て支援ボランティアとして時々入らせて

もらうが、とても楽しみである。これからも続けていっ

てほしいと思う。  

 

 子どもを中心にしながら、子どもだけでなく、図書館

やコミュニティセンターなどいろいろな世代の方が来ら

れ、交流の場になっているというのはすばらしい。子ど

もは人を集める力があり、それをうまく活用されている

なと思う。  

 来年度の事業計画ということで、来年度、この事業計

画に基づいて実施させていただきたいと考えるが、平成

30年度のこどもプラザ事業計画について、委員の皆様の

決をとりたいと思う。賛成の方は挙手をお願いしたい。  

  

（委員全員挙手）  

 

 挙手全員ということで可決し、来年度この事業計画で

実施させていただきたいと思う。  

 

 続いて議事２、こどもプラザの運営について 、普段お

気づきになっていることや改善点などはあるか。  

先程も、  400組が  200組になっているという話があっ

たが、全体の利用者は若干減ってきているのか。  

 

 若干減ってきている。今年度は、１月末時点で、約

75,000人が児童館に来られている。昨年度の同じ時期で

は、 82,000人であるので、約  7,000人ほどが減少してい

ることになる。子育て学習センター事業については、 28

年度は、おやこ交流教室の事業をみらいえで行っていた

が、スペース的に狭いということもあり、事業をへそっ

こランドに移した。その関係もあり、みらいえで行う子

育て学習センター事業の参加者は、１月末で約  5,000人

となり、 28年度の約半分の人数になっている。施設全体

の人数を見ると、約１割程度の減少となっている。最初

は新しい施設であるので一度行ってみたいということも
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事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

あり、多かったのだと思われる。若干減っていくのは仕

方がないことかと思うが、減少するのが当たり前ではな

く、そこをどう工夫して中身を充実させていくかという

ところが課題と考えている。  

 

 当初の年間利用者数は、 20万人であったが、 28年度の

年間利用者は 47万人となった。 20万人も難しいかなとい

う中で計画していたので、実際１割減っても 40数万人の

方に利用していただいており、少なくなったというイメ

ージは持っていない。当初は施設見学などで多数の来館

があった。イベントなどは、今年度残念ながら、台風な

どで中止になってしまったので、若干減ってきたりはし

ているが、少ないというイメージは持っていないという

ことだけ了解してほしい。  

 

 最初が多すぎたのではないかと思う。年間利用予定な

どはたてているのか。  

 

 国の補助金により建設したので、目標の指数をもって

いる。図書館に 10万人、この施設全体で 20万人という目

標の数値はもっていた。結果としては年間 47万人で、昨

年 11月に  100万人を突破した。  

 

 当初の予定から考えると十分な数ではあると思うが、

全体の利用が減ってきたというのは、落ち着いた運営に

なってきた、最初の物珍しさからは安定したものになっ

たということではないか。これからは、事業全体の活性

化、発信、魅力を作っていくことが大事なのかと思う。

どうすれば人が増えるかというよりは、どうすればより

魅力的な施設になるか、魅力的な運営ができるか、全体

の改善に向けてご意見を聞きたい。  

 

 開館当初は人が多すぎて、あまりゆっくり遊べず、親

もしんどくなってしまっていた。最近、久しぶりに来て

みて、少し人も減っているし、ゆったりと遊べ、目も行

き届き、むしろ遊びやすくなったと感じた。あまり多い

と、子どもは遊びたいが、親が疲れてしまうということ

があった。最近は核家族が多い中で、出産後どうしても
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委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

親子２人きりで過ごすことが多くなる。子どもはかわい

いが、２人だけの空間がしんどい時があり、そういう時

どこへ行ったらいいかわからない。健診の時などに子育

て新聞をもらうが、やはり孤独で心配でどうしても踏み

こめない方もおられると思うので、こういうふうに遊ん

でいるよというような、もう少し安心できるような情報

の提供、情報を見える化してもらえたらいいなと思う。

身近な人から聞いたりすると、行ってみようかなという

気になるが、知り合いが誰もいないと、踏み込むきっか

けがなかなか難しいのではないかと思う。  

 

 人気があるがゆえに遊びにくさ、行きにくさがある。

一つ施設があるということはいいことであるが、そこの

色に合えばいいが、使いにくいと思う人が、行く場所が

ないということにならないようにする必要がある。サテ

ライト、認定こども園でもいろいろなプログラムをして

いるというように、そこの選択ができるようにしていく

必要がある。  

利用者の方といろいろな話をするとあったが、利用者

の方の意見を集約するようなものやアンケートなどはあ

るのか。  

 

 こどもプラザの中にはノートを置いている。中には厳

しい意見もあるが、その都度そこに返事をしている。  

 

 いろいろな意見を拾う場、機会、利用者主義という意

味では利用者の声に真摯に耳を傾け、全部を叶えるのは

難しいが、そういう仕組みがあるのは良い。  

 

 みらいえの入口に飾ってある、ひなまつりや節分など

のデコレーションは、どなたが作っておられるのか？  

 

 画家の奥村さんという方が、みなさんが喜んでくださ

るのが楽しみですと言われ、ボランティアで作ってくだ

さっている。奥村さんについては、２月号の広報に紹介  

記事が掲載された。材料はこちらからも提供しているが 、   

段ボールなどはご自分で準備されている。これを作って

いるから元気でいられると言っていただき本当にありが
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委員  

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

事務局  

たい。また、夏休みには、段ボールクラフト教室もして

いただいた。  

 

前に民生委員をしておられた方である。社会福祉協議

会で一人暮らしの方の食事会を定期的にしているが、年

末は絵馬などを人数分用意してくださった。みんなに喜

んでもらえるのを生きがいにされている方である。  

 

 反対に、その方にとっても、活躍の場があるというこ  

とはよいことではないか。先ほどドラムの話もあったが、   

趣味の交流の場、いろんなレベルでの交流の機会がある

のがよい。今までこういう場がなかったが、ここができ

て、プラットホームになったということはすばらしい。

そういう方を見つけて、つないでいけたらいいのではな

いか。西脇は人材が豊富である。  

 

 ○中高校生との交流について、事務局から報告  

 

 交流の場の機会として、うまく活用していけたらいい

と思う。活性化のアイデアやこういうものがあったらい

いなということはあるか。  

 駐車場が狭いという問題は解決したのか。  

  

 解決はしていない。土日で、一日  1,500人、多い時で

2,000人の来館者がある。駐車場が  120台くらいしかな  

いため、収まりきらないが、地元の方にも協力いただい  

て、空き地を借りているので、何とかやりくりはできて

いる。  

 

 倍の人数ということは、もう一つこのような施設がで

きてもいけるのでは。  

 

 新庁舎で考える。庁舎と市民会館が移転するので、そ

こで何か仕掛けができたらと考えている。  

 

 なかなか施設を造るのは難しいが、貴重な成功事例の

一つであると思う。市外の方は落ち着いてきたか。  

 市外の方にも大勢来ていただいている。今年 の児童館
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事務局  

の利用者は、市内が 48％、市外が 52％となっている。  

 

 西脇をアピールするものは置いているのか。反対に西  

脇市内の中で、これほど市外の人が来る場所はあるのか。   

本当に貴重な場、西脇を理解してもらうためにうまくア

ピールをしていったり、近隣の店などがここを中心に、

子ども子育てだけではなく西脇市全体を発する効果があ

るものにしていければ非常に意味があるのかなと思う。   

 

 私には２歳の子どもがおり、今はこども園に行ってい

る。それまでは子どもと２人になるのがしんどい時もあ

り、みらいえによく来ていた。こども園に行くようにな

ったら、ここに来ることもなくなり、何をしているかも

全く分からず、情報を得る機会もなくなってしまった。

以前はおやこ交流教室に行っていたので、「ことのは」

新聞を毎月もらっていたが、もらうこともなくなってし

まった。この前、久しぶりにみらいえに来たが、いろい

ろな事業をされているようなので、これからも利用でき

たらいいなと思う。  

こども園でもみんなの広場などの活動をされているこ

とをこども園に行ってから知った。そのような活動は、

就園前にこども園を見る機会にもなる。これに書いてあ

ることは知っていたが、そういう活動であるという認識

がなく、自分の子がこども園に行くようになってから 分

かったので、このような情報をもう少しわかりやすく伝

えてもらっていたら、行ってみようかと思えた。登録制

になると少しハードルも高く感じるので、もっと分かり

やすく目につく所にお知らせがあればと思った。  

 

 子どもが３、４歳になると、その活動も活発になる。

様々なプログラムに参加できるようになるので、いろい

ろなものをこちらが用意していく必要がある。広報で言

うと、ホームページとかスマートフォン向けのものはあ

るのか。書き物（新聞）になるとここに来ないと手に入

らないので、いろいろな発信の仕方や方法を考える必要

がある。  

 

 こどもプラザで発行している「ことのは」新聞は、各
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こども園に配って、自由に持ち帰ってもらっている。  

 

インターネットの配信とか、それにクーポンが 付いて

いたり、メリットがあったりとか、今すぐにではなくて

も、広くいろいろな方々に伝える方法を考えていっても

らえたらと思う。  

 議題の２意見交換ということで、貴重なご意見をいた

だけたので、うまく反映して次の運営、より質の高い運

営に結び付けていただけたらと思う。  

 

○その他  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  

 

○閉会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


